
2. クラッチ系統のエア抜き

z ブレーキ液は，クラッチ系統とブレーキ系統で共有しており，ブレーキフルードタンク部で，それぞれの系統が

分割されている。本項ではクラッチ系統のエア抜きについて記述している。ブレーキ系統のエア抜き(Gr35A参照)

締付けトルク（単位：N･m｛kgf･m｝） 

記  号 締     付  け     個     所 締  付  け  ト  ル  ク 備   考 

- ブリーダースクリュー 6.8～8.8｛0.7～0.9｝ -

油脂・シール剤 

記  号 個   所 種     類 量 

- ブレーキフルードタンク ふそうブレーキフルード(DOT3) 適   量 

 注 意 

z 塗装面にブレーキ液が付着すると，塗装を溶かすため付着させない。
z 塗装面にブレーキ液が付着したときは素早くふき取る。
z ブレーキ液は必ず新しいふそうブレーキフルード(DOT3)を使用する。異質のブレーキ液や鉱物油(軽油，エンジ

ンオイル，ギヤオイル，オートマチックフルード等)を混入すると，性状が変化し，沸点の低下やクラッチ装置

のゴム部品を膨潤させクラッチの作動不良の原因となるため，混入しない。
z ブレーキ液補給時にゴミや水が混入するとクラッチの作動不良の原因となるため，混入しない。
z ジョッキを使用するときは異質なブレーキ液や鉱物油の混入を防ぐためブレーキ液専用のジョッキを使用す

る。

2.1 準  備 
z クラッチブースターを正常に機能させるため，エンジンを始動し

作業が終了するまでアイドリング回転状態にしておく。
z ブリーダースクリューに，ビニールパイプを取付け，一端を容器

に入れる。

①

三菱ふそう整備マニュアル抜粋

※下部、詳細ご参照ください

※ＤＯＴ4は沸点が高くシール類が稀に膨潤することがあり、ＤＯＴ3を推奨しています。

◆ＤＯＴ3・ＤＯＴ4どちらをご使用されても、ダイレクトパワーシリンダーの作動には
問題ありません。

エア抜き作業の注意点
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2.2 クラッチ系統のエア抜き 
z 次の順序でエア抜きを行う。

ブリーダースクリューを

締める 

クラッチペダルを戻し，1

秒以上間隔をあける

クラッチペダルを数回ポンピングした後，踏み込み状態

を維持する

ブリーダースクリューを緩めブレーキ液を排出する 

ブレーキ液に 

エアの混入あり

ブレーキ液に 

エアの混入なし

ブレーキフルードタンクの“MAX”レベルまでブレーキ

液を補給する 

作 業 完 了

ブリーダースクリューを規定トルクで締付ける 

ブレーキフルードタンクの“MAX”レベルまでブレーキ

液を補給する 

クラッチペダルを戻す

②

三菱ふそう整備マニュアル抜粋
2 / 9


















